
［改善箇所説明図］

不具合発生箇所

 ラジエーター冷却用ファンベルトにおいて、作業指示が不適切なため、
 テンションアームの組み付け方向を逆に組み付けられたものがある。
 そのため、そのまま使用を続けると、ファンベルトが損傷したり、テン
 ションプーリから外れ、最悪の場合、エンジンがオーバーヒートに至る
 おそれがある。

識別

 テンションアームに白色ペイントを塗布する。

改善内容

 全車両、テンションアームの組み付け方向を点検し、正規の方向に組み
 替える。また、テンションアームが誤組みされていたものはファンベル
 トを点検し、損傷がある場合は新品に交換する。

注：　　　　は、点検、組み替え部品を示す。
            は、損傷がある場合に交換する部品を示す。
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